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〈
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紹
介
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育
徳
と
二
・
二
八
事
件

丹　

羽　

文　

生

要
旨　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
の
敗
戦
に
伴
っ
て
蔣
介
石
率
い
る
「
中
華
民
国
」
政
府
（
国
府
）
に
接
収
さ
れ
た
台
湾
に
、
中
国
大
陸
か
ら
続
々

と
中
国
兵
や
民
間
人
が
や
っ
て
来
た
。
彼
ら
は
汚
職
、
腐
敗
に
加
え
、
強
盗
、
万
引
き
、
強
姦
と
い
っ
た
暴
虐
の
限
り
を
尽
く
し
、
社
会
全
体
が
乱

れ
に
乱
れ
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
台
湾
の
人
々
の
憤
怒
が
爆
発
し
、
一
九
四
七
年
二
月
二
八
日
、
民
衆
蜂
起
「
二
・
二
八
事
件
」
が
起
こ
っ
た
。
す

る
と
間
も
な
く
中
国
大
陸
か
ら
派
さ
れ
た
国
府
の
援
軍
に
よ
る
無
差
別
殺
戮
が
始
ま
り
、
反
体
制
派
と
見
做
さ
れ
た
多
く
の
台
湾
人
が
投
獄
、
処
刑

さ
れ
た
。
犠
牲
者
数
は
三
万
人
近
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
機
に
日
本
に
亡
命
、
生
涯
に
亘
り
「
中
華
民
国
」
体
制
か
ら
の
「
独
立
」
を
目
指

し
台
湾
独
立
運
動
に
挺
身
し
た
の
が
王
育
徳
だ
っ
た
。
本
稿
は
、
王
育
徳
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
「
台
湾
青
年
社
」
の
機
関
紙
『
台
湾
青
年
』

第
六
号
（
一
九
六
一
年
二
月
二
〇
日
）
の
「
二
・
二
八
特
集
号
」
の
う
ち
、
事
件
の
顛
末
を
綴
っ
た
「
二
・
二
八
事
件
日
誌
」
と
、
王
育
徳
の
エ
ッ

セ
イ
「
兄
王
育
霖
の
死
」
を
、
解
説
を
附
し
て
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
王
育
徳
、
台
湾
独
立
運
動
、
二
・
二
八
事
件
、
王
育
霖
、
台
湾
青
年
社
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解　

説

　

王
育
徳
は
「
台
湾
独
立
運
動
の
父
」
と
評
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
二
五
歳
で
日
本
に
亡
命
し
た
王
育
徳
は
「
一
生
を
台
湾
の
夜
明
け
に

捧
ぐ
」
と
し
て
、
台
湾
独
立
運
動
に
挺
身
し
、
そ
の
後
、
一
度
も
帰
国
で
き
な
い
ま
ま
、
一
九
八
五
年
九
月
九
日
、
心
筋
梗
塞
の
た
め
六

一
歳
で
激
動
の
生
涯
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

一
九
二
四
年
一
月
三
〇
日
、
当
時
、
日
本
が
統
治
し
て
い
た
台
湾
南
部
の
台
南
市
本
町
で
生
を
享
け
た
王
育
徳
は
、
旧
制
台
北
高
等
学

校
を
経
て
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
に
進
み
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
一
九
四
四
年
五
月
に
疎
開
の
た
め
故
郷
に
戻
り
、
翌
年
八
月
、

終
戦
を
迎
え
た
。
二
ヵ
月
後
の
一
〇
月
、
日
本
の
降
伏
に
よ
り
台
湾
が
戦
勝
国
た
る
蔣
介
石
の
「
中
華
民
国
」
政
府
（
国
府
）
に
接
収
さ

れ
て
間
も
な
く
、
王
育
徳
は
地
元
の
台
湾
省
立
台
南
第
一
中
学
（
旧
台
南
州
立
台
南
第
二
中
学
校
）
の
教
壇
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
頃
、
国
府
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
台
湾
に
、
中
国
大
陸
か
ら
続
々
と
中
国
兵
が
や
っ
て
来
た
。
台
湾
の
民
衆
は
当

初
、
彼
ら
外
省
人
を
「
熱
烈
歓
迎
」
で
出
迎
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
姿
は
、
戦
勝
国
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど
余
り
に
貧
相
で
人
々
を
愕
然
と

さ
せ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
自
ら
の
力
を
振
り
翳
し
て
民
衆
か
ら
金
品
を
巻
き
上
げ
、
微
罪
で
捕
ま
え
て
は
保
釈
金
を
稼
ぎ
、
汚
職
と
腐

敗
が
蔓
延
し
、
さ
ら
に
は
強
盗
、
万
引
き
、
強
姦
事
件
ま
で
惹
き
起
こ
し
た
。
当
時
の
台
湾
の
世
相
を
表
し
た
言
葉
に
「
狗
去
豬
來
」（
犬

去
り
て
、
豚
来
た
る
）
と
い
う
も
の
が
あ
る
。「
犬
」
は
日
本
人
、「
豚
」
は
外
省
人
を
指
す
。
つ
ま
り
、
煩
く
吠
え
て
も
番
犬
と
し
て
は

役
に
立
っ
た
「
犬
」
が
去
っ
た
途
端
、
今
度
は
貪
欲
に
食
い
散
ら
か
す
だ
け
の
「
豚
」
が
現
れ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
民
衆
の
失
望
は
、

や
が
て
不
満
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
王
育
徳
の
運
命
を
決
す
る
出
来
事
が
起
こ
る
。「
二
・
二
八
事
件
」
で
あ
る
。
二
・
二
八
事
件
に
関
す
る
史
料
や
写
真
を
展
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示
し
て
い
る
「
台
北
二
二
八
紀
念
館
」
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
そ
の
発
端
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（

1
（

。

　
　

 　

１
９
４
７
年
2
月
27
日
の
夕
方
、
専
売
局
の
闇
タ
バ
コ
取
締
官
は
、
台
北
市
太
平
町
の
天
馬
茶
房
の
近
く
で
闇
タ
バ
コ
を
売
っ
て

い
た
林
江
邁
と
い
う
婦
人
を
摘
発
し
、
タ
バ
コ
と
現
金
を
没
収
し
ま
し
た
。
林
婦
人
は
泣
き
な
が
ら
許
し
を
乞
い
ま
し
た
が
、
取
締

官
に
銃
把
で
顔
を
殴
ら
れ
怪
我
を
負
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
て
い
た
人
々
は
憤
慨
し
現
場
を
取
り
囲
み
ま
し
た
が
、
取
締
官
の
傳
学

通
が
逃
げ
な
が
ら
発
砲
し
た
弾
が
、
様
子
を
見
て
い
た
陳
文
渓
に
あ
た
り
誤
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
激
怒
し
た
民
衆
は
警

察
に
押
し
か
け
、
加
害
者
の
取
締
官
を
逮
捕
す
る
よ
う
に
要
求
し
た
と
こ
ろ
、
軍
や
警
察
は
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
取

締
官
を
か
ば
っ
た
た
め
、
民
衆
は
憤
慨
し
取
締
官
が
匿
わ
れ
て
い
る
憲
兵
第
四
団
を
一
晩
中
取
り
囲
み
ま
し
た
。

　

王
育
徳
が
言
う
よ
う
に
、「
そ
の
き
っ
か
け
は
些
細
な
こ
と
」
だ
っ
た（

2
（

。
翌
日
に
は
多
く
の
民
衆
が
専
売
局
台
北
分
局
に
集
ま
り
抗
議
運

動
を
行
い
、
間
も
な
く
台
湾
省
行
政
長
官
公
署
に
も
大
勢
の
人
々
が
押
し
寄
せ
た
。
す
る
と
、
そ
の
屋
上
か
ら
民
衆
に
対
す
る
機
銃
掃
射

が
始
ま
る
。
台
北
市
内
は
混
乱
状
態
に
陥
っ
た
。

　

抗
議
運
動
は
瞬
く
間
に
台
湾
全
土
へ
と
波
及
し
た
。
積
り
に
積
も
っ
た
人
々
の
苛
立
ち
が
一
気
に
爆
発
し
た
の
で
あ
る
。
翌
々
日
、
戒

厳
令
を
布
告
、
行
政
長
官
兼
警
備
総
司
令
の
陳
儀
は
、
中
国
大
陸
に
お
い
て
国
共
内
戦
の
指
揮
を
執
っ
て
い
た
蔣
介
石
に
援
軍
の
派
遣
を

要
請
し
た
。
こ
う
し
て
事
件
勃
発
一
週
間
後
の
三
月
八
日
か
ら
凄
惨
極
ま
り
な
い
無
差
別
殺
戮
が
開
始
さ
れ
る
。
犠
牲
と
な
っ
た
台
湾
人

は
一
万
八
〇
〇
〇
人
か
ら
二
万
八
〇
〇
〇
人
に
上
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
正
確
な
数
は
未
だ
分
か
っ
て
い
な
い
。
中
で
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
さ
れ
た
の
が
名
望
家
や
「
知
識
分
子
」
と
言
わ
れ
る
エ
リ
ー
ト
た
ち
だ
っ
た
。

　

王
育
徳
の
五
歳
年
上
の
実
兄
で
あ
る
王
育
霖
も
、
そ
の
一
人
だ
っ
た
。
王
育
霖
は
王
育
徳
と
同
じ
く
旧
制
台
北
高
等
学
校
に
学
び
、
東
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京
帝
国
大
学
法
学
部
在
学
中
に
司
法
試
験
に
合
格
し
、
京
都
地
方
裁
判
所
検
事
局
の
検
事
と
な
る
も
、
終
戦
に
よ
り
台
湾
に
帰
っ
て
い
た
。

台
湾
台
南
市
に
あ
る
「
王
育
徳
紀
念
館
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
二
人
は
「
将
来
台
湾
の
為
に
役
立
つ
人
間
に
な
ろ
う
と
誓
い
合
っ

た
」
と
い
う
。
だ
が
、
こ
の
時
、
王
育
霖
は
突
如
と
し
て
便
衣
隊
に
連
行
さ
れ
、
何
の
理
由
も
な
く
殺
害
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

や
が
て
一
旦
は
解
除
さ
れ
て
い
た
戒
厳
令
が
再
び
布
か
れ
、
蔣
介
石
一
派
に
よ
る
恐
怖
政
治
の
幕
が
開
く
と
、
そ
の
刃
は
王
育
徳
に
も

向
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
一
九
四
九
年
七
月
、
王
育
徳
は
密
か
に
得
た
出
入
境
許
可
証
で
香
港
に
向
か
い
、
次
い
で
密
輸
船
に
乗
っ
て
日
本

に
逃
げ
込
ん
だ
。

　

暫
く
し
て
三
年
半
に
亘
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
毛
沢
東
率
い
る
中
国
共
産
党
軍
（
紅
軍
）
と
蔣
介
石
率
い
る
国
民
党
軍
（
国
民
革

命
軍
）
と
の
国
共
内
戦
が
、
共
産
党
軍
の
勝
利
に
終
わ
り
、
一
〇
月
、
中
国
大
陸
に
「
中
華
人
民
共
和
国
」
が
成
立
す
る
と
、
敗
北
し
た

蔣
介
石
は
「
中
華
民
国
」
を
丸
ご
と
台
湾
に
移
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
台
湾
は
国
府
の
完
全
支
配
下
に
入
る
。

　

日
本
亡
命
後
、
王
育
徳
は
東
京
大
学
文
学
部
に
再
入
学
し
、
台
湾
語
の
研
究
に
打
ち
込
ん
だ
。
そ
れ
は
台
湾
の
将
来
を
考
え
て
の
こ
と

だ
っ
た
。
台
湾
の
新
た
な
「
支
配
者
」
と
な
っ
た
国
府
に
よ
っ
て
、
台
湾
語
の
使
用
が
禁
じ
ら
れ
、
代
わ
っ
て
台
湾
人
に
と
っ
て
未
知
の

言
語
で
あ
る
北
京
語
を
「
国
語
」
と
し
て
強
要
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
う
遠
く
な
い
う
ち
に
台
湾
語
が
消
滅
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
の
危
機
感

か
ら
で
あ
る（

（
（

。

　
　

 　

台
湾
人
の
悲
劇
を
解
決
す
る
に
は
、
台
湾
人
が
自
由
に
発
言
す
る
国
を
作
る
し
か
な
い
。
そ
れ
に
は
外
国
の
支
援
が
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
蔣
介
石
も
、
毛
沢
東
も
「
台
湾
は
中
国
の
一
部
だ
」
と
言
う
か
ら
、
諸
外
国
は
そ
う
思
い
込
ん
で
、
中
国
の
内
政
問
題
な
ら

口
出
し
す
ま
い
と
思
っ
て
い
る
。
育
徳
は
、
台
湾
人
が
中
国
人
で
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
台
湾
語
の
ア
イ
デ

ン
デ
ィ
ー
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
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こ
こ
に
出
て
く
る
「
中
国
」
と
は
、
蔣
介
石
か
ら
す
れ
ば
「
中
華
民
国
」、
毛
沢
東
か
ら
す
れ
ば
「
中
華
人
民
共
和
国
」
を
意
味
す
る
。

王
育
徳
は
、
そ
の
後
、
大
学
院
に
進
学
し
、
文
学
修
士
号
、
そ
し
て
一
九
六
九
年
三
月
に
は
文
学
博
士
号
を
取
得
し
た
。
修
士
論
文
の
テ
ー

マ
は
「
ラ
テ
ン
化
新
文
字
に
よ
る
台
湾
語
初
級
教
本
草
案
」、
博
士
論
文
の
テ
ー
マ
は
「
閩
音
系
研
究
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
明
治
大
学

商
学
部
で
教
職
に
就
き
、
専
任
講
師
、
助
教
授
、
教
授
へ
と
昇
格
し
、
台
湾
語
研
究
の
碩
学
と
し
て
名
を
馳
せ
る
。

　

一
方
、
王
育
徳
は
研
究
・
教
務
の
傍
ら
、
一
九
六
〇
年
二
月
二
八
日
に
黄
昭
堂
、
廖
春
栄
、
蔡
季
霖
、
黄
永
純
、
傅
金
泉
の
五
人
の
仲

間
と
一
緒
に
「
台
湾
青
年
社
」
を
旗
揚
げ
し
、
機
関
紙
『
台
湾
青
年
』
を
発
行
し
て
、
台
湾
独
立
運
動
に
も
汗
を
流
し
た
。
初
期
メ
ン
バ
ー

の
中
に
は
、
評
論
家
の
金
美
齢
や
津
田
塾
大
学
名
誉
教
授
で
元
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
代
表
の
許
世
楷
も
い
た
。

　
『
台
湾
青
年
』
は
日
本
在
住
の
台
湾
人
や
留
学
生
は
勿
論
、
い
く
つ
か
の
書
店
で
販
売
、
さ
ら
に
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
も
配
ら
れ
、
や
が

て
、
ア
メ
リ
カ
を
始
め
と
す
る
海
外
の
留
学
生
も
読
む
よ
う
に
な
り
、
王
育
徳
死
後
の
二
〇
〇
二
年
六
月
に
五
〇
〇
号
で
停
刊
す
る
ま
で

実
に
四
二
年
間
に
亘
っ
て
毎
月
（
第
九
号
ま
で
は
隔
月
刊
）、
休
む
こ
と
な
く
発
行
を
続
け
た
。
王
育
徳
は
「
ペ
ン
の
力
」
に
よ
っ
て
「
台

湾
の
状
況
と
台
湾
人
の
理
想
」、
即
ち
「
台
湾
人
が
自
分
た
ち
の
国
を
持
つ
正
当
性
と
民
主
化
へ
の
希
求
」
を
訴
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る（
4
（

。

　

中
で
も
特
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
の
が
、
第
六
号
（
一
九
六
一
年
二
月
二
〇
日
）
に
組
ま
れ
た
「
二
・
二
八
特
集
号
」
だ
っ
た
。
国

府
の
厳
し
い
報
道
規
制
に
よ
っ
て
全
く
外
に
漏
れ
て
い
な
か
っ
た
二
・
二
八
事
件
が
、
発
生
か
ら
一
四
年
目
に
し
て
初
め
て
世
間
に
知
ら

れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
史
料
は
、
そ
の
第
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
二
・
二
八
事
件
の
顛
末
を
詳
細
に
記
録
し
た
「
二
・
二
八
事
件
日
誌
」（
表
2
）
と
、
王
育

徳
の
エ
ッ
セ
イ
「
兄
王
育
霖
の
死
」（
七
六
～
八
一
頁
）
で
あ
る
。
第
六
号
そ
の
も
の
は
国
立
国
会
図
書
館
を
始
め
、
い
く
つ
か
の
大
学
、

公
立
図
書
館
が
所
蔵
し
て
は
い
る
も
の
の
、
衆
目
に
触
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
だ
ろ
う
。
以
下
は
、
王
育
徳
の
次
女
で
あ
る
全
日
本
台
湾
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連
合
会
常
務
理
事
の
王
明
理
女
史
か
ら
、
第
六
号
の
寄
贈
を
受
け
、
こ
れ
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
誤
字
脱
字
も
散
見
さ
れ
る
が
正
確

を
期
す
た
め
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
加
え
て
「
兄
王
育
霖
の
死
」
の
原
文
で
は
「
西
本
願
寺
」、「
劉
啓
光
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
解
説

も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
。

二
・
二
八
事
件
日
誌

2
月
27
日　

専
売
局
職
員
台
北
市
大
稲
埕
で
騒
動
を
惹
起
。
夜
、
市
民
新
生
報
に
押
し
か
く
。 

2 

月
28
日　

午
前
、
市
民
専
売
局
を
包
囲
。
午
後
1
時
、
長
官
公
署
、
市
民
デ
モ
隊
に
発
砲
。
暴
動
起
こ
る
。
市
民
代
表
、
柯
参
謀
長
に

面
会
。
夜
、
陳
儀
・
黄
朝
琴
・
謝
娥
ら
ラ
ジ
オ
放
送
。

　

板
橋
等
台
北
県
下
、
基
隆
に
暴
動
波
及
。 

（ 

月
1
日　

午
前
10
時
、
タ
バ
コ
摘
発
不
祥
事
件
調
査
委
員
会
組
織
さ
る
。
午
後
（
時
、
鉄
道
管
理
会
員
会
で
衝
突
。
謝
娥
宅
焼
き
打
ち

さ
る
。 

　

 

板
橋
で
供
応
局
倉
庫
襲
撃
。
基
隆
で
臨
時
大
会
開
ら
く
。
要
塞
司
令
部
戒
厳
令
を
出
す
。
桃
園
に
暴
動
。
新
竹
に
も
波
及
。
台
中
で
各

界
連
席
会
議
。 

彰
化
で
警
察
局
を
襲
撃
。 

（
月
2
日　

学
生
大
会
開
ら
か
る
。
午
後
1
時
、
処
理
委
員
会
。
陳
儀
第
二
回
放
送
で
譲
歩
を
示
す
。

　

 

新
竹
で
派
出
所
襲
撃
。
二
・
二
八
事
件
処
理
委
員
会
新
竹
分
会
組
織
さ
る
。
北
上
の
国
府
軍
下
車
し
て
弾
圧
。
台
中
で
市
民
大
会
、
謝

雪
紅
出
馬
す
。
員
林
で
警
察
局
を
襲
撃
。
嘉
義
に
暴
動
。
夜
、
斗
北
で
区
署
と
警
察
署
を
襲
撃
。
台
南
で
派
出
所
を
襲
撃
。
屏
東
で
市

民
大
会
。
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（ 
月
（
日　

蔣
主
席
に
電
報
を
打
ち
、「
台
胞
に
告
ぐ
る
の
書
」
を
発
表
。
二
・
二
八
処
理
委
員
会
に
政
府
代
表
出
席
せ
ず
。
特
務
暗
躍
を

開
始
。
王
添
灯
最
初
の
ラ
ジ
オ
放
送
。

　

 

基
隆
で
港
湾
労
働
者
埠
頭
軍
用
倉
庫
を
襲
撃
。
台
中
で
台
中
地
区
治
安
委
員
会
作
戦
本
部
成
立
、
市
街
戦
起
こ
る
。
嘉
義
で
市
民
大
会
、

市
内
の
軍
政
機
関
を
制
圧
。
斗
六
で
陳
篡
地
指
導
の
下
に
鎮
民
大
会
。
虎
尾
で
飛
行
場
攻
撃
。
台
南
で
市
民
大
会
。
運
河
で
武
装
船
を

焼
く
。
高
雄
で
暴
動
。

（ 

月
4
日　

全
省
処
理
委
員
会
組
織
さ
る
。
政
治
改
革
を
討
論
。
青
年
学
生
別
個
に
武
装
闘
争
を
準
備
。 

新
竹
で
蘇
紹
文
少
将
、
弾
圧
を

開
始
。
宜
蘭
に
暴
動
起
こ
る
。
台
中
で
第
三
飛
行
機
廠
投
降
し
て
全
地
区
を
制
圧
。
台
中
地
区
時
局
処
理
委
員
会
組
織
さ
る
。
呉
振
武

は
謝
雪
紅
の
軍
権
を
剥
ぐ
。
嘉
義
で
三
千
名
の
民
軍
、
飛
行
場
を
攻
撃
。
台
南
で
デ
モ
、
軍
政
機
関
を
制
圧
。
高
雄
全
市
を
制
圧
。
鳳

山
で
民
衆
大
会
。
屏
東
で
暴
動
起
こ
っ
て
処
理
委
員
会
組
織
さ
る
。
花
蓮
港
で
市
民
大
会
、
処
理
委
員
会
組
織
さ
る
。
台
東
に
暴
動
。

（ 

月
5
日　

処
理
委
員
会
の
機
構
整
備
さ
れ
、
長
官
公
署
に
本
省
政
治
改
革
方
案
を
提
出
。
王
添
灯
ラ
ジ
オ
放
送
。
台
中
で
各
地
へ
の
武

器
援
助
を
拒
絶
。
嘉
義
飛
行
場
の
国
府
軍
一
方
で
和
議
を
申
し
こ
み
、
一
方
で
不
意
打
ち
を
喰
ら
わ
す
。
斗
六
の
治
安
維
持
会
嘉
義
に

救
援
に
赴
く
。
虎
尾
は
な
お
激
闘
中
。
高
雄
で
処
理
委
員
会
組
織
さ
る
。
徐
光
明
の
総
指
揮
部
戦
果
を
あ
ぐ
。
屏
東
で
憲
兵
隊
を
火
攻

め
に
す
。
葉
秋
木
臨
時
市
長
に
推
挙
さ
る
。

（ 

月
6
日　

処
理
委
員
会
「
全
国
同
胞
に
告
ぐ
る
の
書
」
を
発
表
。
処
理
委
員
会
台
北
市
分
会
発
足
。
陳
儀
増
援
軍
出
発
の
報
に
接
し
、

夜
、
第
三
回
ラ
ジ
オ
放
送
を
行
な
っ
て
省
民
を
欺
瞞
。

　

 

台
中
で
謝
雪
紅
は
「
二
七
部
隊
」
を
組
織
。
嘉
義
市
民
飛
行
場
攻
撃
で
悪
戦
苦
闘
。
高
雄
は
要
塞
司
令
彭
孟
緝
大
虐
殺
を
開
始
。
屏
東

で
処
理
委
員
会
組
織
さ
る
。

（ 

月
7
日　

処
理
委
員
会
三
十
二
条
要
求
を
提
出
。
陳
儀
の
態
度
豹
変
す
。
王
添
灯
最
期
の
放
送
。
台
北
県
で
、
処
理
委
員
会
台
北
県
分
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会
成
立
。
台
中
で
は
二
七
部
隊
武
装
闘
争
を
準
備
。
虎
尾
は
飛
行
場
を
攻
略
。
澎
湖
で
は
国
府
軍
負
傷
せ
る
市
民
に
慰
謝
料
を
出
し
て

事
件
の
拡
大
を
喰
い
と
む
。

（
月
8
日　

処
理
委
員
会
軟
化
す
。
夜
、
国
府
軍
援
部
隊
到
着
し
て
大
虐
殺
を
開
始
。

　

 

憲
兵
第
四
団
の
二
個
大
隊
、
午
後
（
時
、
基
隆
に
上
陸
し
て
弾
圧
を
開
始
。
台
中
で
は
処
理
委
員
動
揺
し
、
青
年
学
生
は
別
に
組
織
を

か
た
む
。
斗
六
方
面
で
は
敗
残
国
府
軍
を
林
内
平
頂
に
追
撃
し
て
降
伏
せ
し
む
。
竹
山
鎮
で
は
戦
死
し
た
張
昭
田
の
公
葬
。
台
南
で
暫

定
民
選
市
長
の
選
挙
。
屏
東
で
は
飛
行
場
攻
撃
軍
は
鳳
山
か
ら
の
国
府
軍
増
援
部
隊
に
粉
砕
さ
る
。

（ 

月
9
日　

柯
参
謀
長
戒
厳
令
を
布
く
。
警
務
処
長
王
民
寧
ラ
ジ
オ
放
送
。
上
海
か
ら
二
十
一
師
基
隆
に
上
陸
し
て
ま
た
虐
殺
を
行
な
う
。

国
府
軍
板
橋
に
進
駐
し
て
虐
殺
を
開
始
。
台
中
は
処
理
委
員
会
有
名
無
実
と
化
す
。
嘉
義
で
は
飛
行
場
の
国
府
軍
ま
た
和
議
を
申
し
こ

む
。

（ 

月
10
日　

ラ
ジ
オ
で
蔣
主
席
の
処
理
方
針
を
放
送
。
陳
儀
は
処
理
委
員
会
を
非
合
法
団
体
と
し
て
取
消
し
を
発
表
。
嘉
義
で
は
民
軍
の

和
議
代
表
を
逮
捕
。

（
月
11
日　

台
中
の
処
理
委
員
会
消
滅
す
。
台
南
で
は
南
部
か
ら
国
府
軍
進
駐
し
て
戒
厳
令
を
布
く
。 

（ 

月
12
日　

台
中
の
民
軍
埔
里
に
撤
退
。
嘉
義
で
は
国
府
軍
増
援
軍
空
輸
さ
れ
て
、
虐
殺
を
開
始
。
台
南
で
は
湯
徳
章
銃
殺
さ
る
。
台
東

で
は
県
長
出
て
き
て
事
務
を
再
開
。

（ 

月
1（
日　

国
府
軍
宜
蘭
に
進
駐
し
て
虐
殺
を
開
始
。
台
中
で
は
国
府
軍
進
駐
す
る
も
民
軍
を
恐
れ
て
虐
殺
を
行
な
わ
ず
。
嘉
義
指
導
者

陳
復
志
銃
殺
さ
る
。

（ 

月
14
日　

国
府
軍
埔
里
の
二
七
部
隊
を
襲
撃
せ
る
も
撃
退
さ
る
。
二
七
部
隊
、
能
高
区
署
と
警
察
署
を
攻
撃
。
別
の
国
府
軍
は
水
裡
坑

を
迂
廻
し
て
埔
里
を
う
か
が
う
。
国
府
軍
、
斗
六
で
陳
篡
地
部
隊
と
市
街
戦
。
陳
敗
れ
て
小
梅
方
面
の
山
中
に
入
っ
て
ゲ
リ
ラ
を
始
む
。 
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（ 
月
15
日　

警
備
総
司
令
部
民
報
・
人
民
導
報
・
中
外
日
報
・
重
建
日
報
・
和
平
日
報
の
五
紙
の
閉
鎖
を
命
ず
。
二
七
部
隊
投
降
勧
告
を

蹴
る
。
日
月
潭
の
国
府
軍
を
襲
撃
し
て
潰
走
せ
し
む
。 

（
月
16
日　

二
七
部
隊
、
草
屯
方
面
で
国
府
軍
と
決
戦
。
夜
、
解
散
し
て
山
を
下
り
る
。

（
月
17
日　

国
防
部
長
白
崇
禧
来
台
し
て
宣
撫
。
花
蓮
港
で
虐
殺
を
開
始
。

兄
王
育
霖
の
死

 

王
育
徳

　

兄
が
い
つ
死
ん
だ
の
か
、
今
も
っ
て
わ
か
ら
な
い
。
死
体
を
確
認
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
死
体
が
出
て
こ
な
い
の
を
い
い
こ
と
に
、

初
め
の
あ
い
だ
家
族
は
彼
が
ま
だ
ど
こ
か
に
生
存
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
信
じ
よ
う
と
努
め
て
き
た
。
火
焼
島
か
ど
こ
か
に
流
さ

れ
て
、
い
つ
か
ひ
ょ
っ
こ
り
帰
っ
て
き
そ
う
な
気
が
し
た
。

　

し
か
し
、
彼
は
瓶
に
紙
切
れ
で
も
い
れ
て
、
海
に
流
す
こ
と
ぐ
ら
い
思
い
つ
か
な
い
バ
カ
な
男
で
な
い
。
彼
の
親
筆
の
一
片
で
も
家
へ

も
っ
て
き
て
、
カ
ネ
を
せ
び
る
人
も
あ
ら
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
や
っ
ぱ
り
も
う
こ
の
世
に
は
生
き
て
い
な
い
と
考
え
た
ほ
う
が
よ

さ
そ
う
だ
。

　

も
っ
と
も
二
・
二
八
の
あ
の
年
の
晩
春
の
あ
る
夜
に
、
彼
は
右
後
頭
部
か
ら
左
眼
窩
に
か
け
て
、
そ
し
て
ま
た
右
コ
メ
カ
ミ
辺
り
に
、

二
ヶ
所
空
洞
の
あ
い
た
頭
で
、
や
さ
し
く
笑
い
か
け
な
が
ら
、
私
の
寝
室
に
入
っ
て
き
た
。
白
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
は
、
血
で
き
た
な
ら
し
く

よ
ご
れ
て
い
た
。
彼
は
逮
捕
さ
れ
た
と
き
は
、
特
に
ト
ラ
ン
ク
一
杯
に
着
物
を
詰
め
こ
ん
で
も
っ
て
い
っ
た
は
ず
だ
。
こ
の
冷
い
夜
に
何

も
ワ
イ
シ
ャ
ツ
一
枚
で
い
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
私
は
体
を
起
こ
し
て
彼
を
な
じ
ろ
う
と
し
た
。
と
、
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「
徳
！
頼
ん
だ
ぞ
！
」

　

兄
の
口
か
ら
そ
の
よ
う
な
言
葉
が
つ
ぶ
や
か
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
次
の
瞬
間
、
兄
の
姿
は
も
う
消
え
失
せ
て
い
た
。

　

そ
れ
は
夢
で
あ
っ
た
。
兄
の
夢
は
前
に
も
後
に
も
そ
の
一
回
き
り
で
あ
っ
た
。

　

私
は
こ
の
夢
を
側
で
寝
て
い
た
女
房
に
も
、
兄
嫂
に
も
話
さ
な
か
っ
た
。
私
は
兄
は
既
に
銃
殺
さ
れ
た
の
だ
と
一
人
で
心
の
底
に
あ
き

ら
め
て
い
た
。 

　

頭
部
に
二
発
な
ら
、
ほ
ぼ
即
死
だ
ろ
う
。
即
死
な
ら
余
り
苦
し
ま
ず
に
死
ん
だ
だ
ろ
う
と
、
た
だ
そ
れ
だ
け
が
せ
め
て
も
の
慰
め
だ
っ

た
。

　

私
は
兄
嫂
が
生
れ
た
ば
か
り
の
嬰
児
を
背
負
っ
て
街
人
の
噂
を
頼
り
に
、
台
北
市
の
郊
外
の
死
体
出
現
場
を
さ
ま
よ
っ
た
と
き
の
話
を

憶
え
て
い
る
。
今
日
は
南
港
だ
、
明
日
は
大
橋
頭
だ
と
い
う
ふ
う
に
、
兄
嫂
は
兄
の
死
体
を
見
つ
け
た
い
一
心
で
、
こ
わ
が
り
も
せ
ず
に
、

死
体
を
一
つ
一
つ
当
っ
て
み
た
。
施
工
南
だ
っ
た
か
、
誰
だ
っ
た
か
、
あ
る
著
名
人
は
南
港
（
話
に
よ
れ
ば
南
港
は
基
隆
河
の
屈
折
部
に

当
る
と
こ
ろ
で
、
当
時
こ
こ
に
六
七
名
の
著
名
人
の
腐
爛
死
体
が
浮
ん
だ
と
い
う
）
の
泥
の
中
か
ら
、
キ
ン
タ
マ
を
グ
シ
ャ
グ
シ
ャ
に
蹴

破
ら
れ
た
全
裸
の
死
体
を
発
見
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
銃
殺
は
む
し
ろ
恩
典
で
あ
る
と
私
は
思
っ
た
。

　

私
の
家
で
は
遂
に
兄
の
葬
式
を
出
さ
ず
に
お
わ
っ
た
。
葬
式
の
元
と
な
る
死
体
や
遺
骨
が
な
い
で
は
話
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
変
に
行
々

し
く
葬
式
を
出
す
と
、
政
府
に
対
す
る
腹
い
せ
だ
と
受
け
取
ら
れ
な
い
と
も
限
ら
な
い
、
と
い
う
父
母
や
他
の
兄
弟
の
懸
念
も
あ
っ
て
、

寺
で
簡
単
な
法
会
を
営
ん
で
す
ま
せ
た
。
そ
の
法
会
も
い
つ
が
命
日
に
当
る
か
も
知
ら
な
い
で
や
っ
た
の
だ
か
ら
、
変
チ
ク
リ
ン
の
連
続

だ
。

　

な
ぜ
、
兄
は
逮
捕
さ
れ
、
銃
殺
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
私
は
今
で
も
そ
の
正
確
な
理
由
罪
状
を
知
ら
な
い
。

　

母
は
そ
れ
を
大
稲
埕
の
タ
バ
コ
売
り
の
老
婆
の
せ
い
に
し
た
が
る
。
あ
の
老
婆
さ
え
い
な
け
れ
ば
、
二 

・
二
八
は
起
こ
ら
ず
、
そ
し
た
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ら
兄
も
殺
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
そ
の
三
段
論
法
で
あ
る
。

　

ま
た
、
妥
協
を
知
ら
ず
、
汚
職
の
仲
間
入
り
を
し
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
う
い
う
目
に
遭
っ
た
の
だ
と
も
責
任
を
兄
に
着
せ
た
り
す
る
。

　

老
婆
原
因
説
は
一
笑
に
ふ
す
他
な
い
が
、
兄
の
性
格
説
は
一
理
あ
る
。

　

兄
は
１
９
４
４
年
に
、
京
都
地
方
裁
判
所
で
、
台
湾
人
最
初
の
検
事
と
し
て
奉
職
し
た
。
こ
れ
に
は
東
大
の
恩
師
の
田
中
耕
太
郎
氏
や

小
野
清
一
郎
氏
の
推
挽
が
あ
ず
か
っ
て
力
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
浪
人
中
の
私
は
、
ね
た
み
半
分
心
配
半
分
で
、
鬼
検
事
に

は
な
る
な
よ
、
と
忠
告
し
た
も
の
だ
。

　

そ
の
兄
が
た
っ
た
一
度
“
鬼
”
ぶ
り
を
発
揮
し
て
暴
力
を
ふ
る
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
私
に
打
ち
明
け
た
。
あ
る
日
本
人
容
疑
者
が
、

　
「
キ
サ
マ
は
台
湾
人
だ
。
オ
レ
を
調
べ
る
権
利
が
あ
る
か
」

　

と
ご
ね
た
と
き
、

　
「
何
だ
と
！
」

　

と
思
わ
ず
怒
っ
て
し
ま
っ
て
、
と
ん
で
い
っ
て
ピ
シ
ャ
ピ
シ
ャ
殴
っ
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

　

兄
が
１
９
４
６
年
の
正
月
に
、
引
き
揚
げ
船
で
早
々
と
台
湾
に
引
き
揚
げ
て
き
た
の
に
は
、
こ
の
事
件
も
大
き
い
因
素
に
な
っ
て
い
る

に
違
い
な
い
。
彼
は
終
戦
に
な
る
と
、
京
都
地
方
の
華
僑
団
体
の
総
務
部
長
と
か
に
推
挙
さ
れ
て
台
湾
人
の
世
話
を
し
、「
祖
国
の
た
め
、

故
郷
の
た
め
帰
国
服
務
し
よ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
身
を
も
っ
て
痛
感
し
、
そ
れ
を
実
現
に
移
し
た
の
で
あ
る
。 

　

彼
は
家
で
半
年
ほ
ど
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
か
ら
、
新
竹
地
方
裁
判
所
の
検
察
官
と
し
て
赴
任
し
た
。
上
役
に
張
と
い
う
中
国
人
の
首
席
検
察

官
が
い
た
が
、
病
弱
で
仕
事
は
ほ
と
ん
ど
兄
が
や
っ
た
。

　

今
で
わ
か
る
こ
と
だ
が
、
当
時
の
新
竹
地
方
の
政
界
に
は
大
き
な
濁
流
が
渦
巻
い
て
い
た
。
そ
の
中
に
兄
は
知
っ
て
か
知
ら
ず
に
か
い

た
の
で
あ
る
。
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新
竹
市
長
の
郭
紹
宗
と
新
竹
県
長
の
劉
啓
光
は
ど
う
い
う
わ
け
か
仲
が
悪
く
、
こ
と
毎
に
対
立
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
郭
は
民
政
処

長
周
一
鶚
（
警
務
処
長
胡
福
相
か
も
し
れ
な
い
）
の
第
一
の
子
分
で
、
周
は
陳
儀
の
第
一
の
腹
心
と
来
て
い
た
。
一
方
の
劉
は
人
も
知
る

半
山
の
大
物
で
、
こ
れ
ま
た
相
当
の
バ
ッ
ク
を
も
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
う
い
う
行
政
官
の
対
立
に
、
超
然
と
し
て
お
れ
な
か
っ
た
か
と

残
念
で
な
ら
ぬ
の
だ
が
、
と
に
か
く
兄
は
劉
が
“
認
親
”
し
て
接
近
し
て
く
る
の
を
受
け
い
れ
た
。

　

し
か
し
、「
越
人
治
越
、
台
人
治
台
」（
広
東
人
は
広
東
を
治
め
、
台
湾
人
は
台
湾
を
治
め
る
）
と
か
「
連
省
自
治
」
と
か
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
華
々
し
く
叫
ば
れ
て
、
台
湾
人
の
高
度
自
治
が
盛
ん
に
論
議
さ
れ
て
い
た
当
時
の
政
治
環
境
で
あ
る
。
兄
が
半
山
の
劉
に
よ
り
親
近

感
を
憶
え
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
は
あ
る
。

　

し
か
も
全
島
に
充
満
し
た
中
国
人
の
貪
官
汚
吏
の
中
で
も
、
こ
こ
の
郭
市
長
は
ズ
バ
抜
け
た
超
弩
級
の
も
の
で
、
こ
れ
が
ひ
ど
く
兄
の

嫌
悪
を
買
っ
た
。 

　

当
時
、
台
湾
で
は
未
曾
有
の
深
刻
な
食
糧
難
に
襲
わ
れ
て
い
た
。
政
府
は
食
糧
の
積
み
出
し
を
禁
じ
た
が
、
悪
徳
商
人
で
密
輸
を
や
る

も
の
が
跡
を
絶
た
な
か
っ
た
。
兄
は
新
竹
地
方
の
悪
徳
商
人
を
容
赦
な
く
つ
か
ま
え
た
。
新
竹
地
方
始
め
全
島
の
新
聞
が
兄
の
快
挙
豪
腕

を
ほ
め
そ
や
し
、
省
民
は
ヤ
ン
ヤ
の
喝
彩
を
送
っ
た
。
商
人
で
泣
き
つ
い
て
き
て
、
貿
易
局
が
大
っ
平
に
や
っ
て
い
る
の
を
つ
か
ま
え
な

い
で
雑
魚
ば
か
り
や
っ
つ
け
る
の
は
余
り
だ
、
ど
う
か
見
逃
し
て
く
れ
、
と
カ
ネ
を
包
ん
で
く
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
兄
は
そ
れ
を
全

部
突
き
返
し
た
。

　

商
人
の
訴
え
に
刺
戟
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
慎
重
に
内
偵
を
進
め
て
い
た
の
か
、
兄
の
検
挙
の
手
は
遂
に
郭
市
長
に
及
ん
だ
。
何
回

も
出
頭
を
命
じ
た
が
法
の
威
厳
を
屁
と
も
思
わ
な
い
連
中
の
こ
と
と
て
、
一
向
に
応
ず
る
様
子
が
な
い
。
こ
の
間
、
例
に
よ
っ
て
兄
の
自

宅
の
ほ
う
へ
人
を
遣
し
て
札
束
を
積
み
上
げ
て
買
収
を
試
み
る
。
立
腹
し
た
兄
は
と
う
と
う
部
下
の
司
法
警
察
の
一
隊
を
指
揮
し
て
、
市

政
府
を
包
囲
強
制
捜
索
す
る
と
い
う
荒
業
に
出
た
。
後
で
兄
嫂
に
聞
く
と
、
こ
れ
に
は
劉
の
け
し
か
け
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
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と
い
っ
て
、
劉
の
子
分
に
な
り
さ
が
る
よ
う
な
兄
の
性
格
で
は
な
い
。
高
校
時
代
、
肋
膜
を
患
っ
て
一
年
お
く
れ
て
も
、
更
に
大
学
受

験
で
一
年
浪
人
し
て
も
、
人
は
人
、
わ
れ
は
わ
れ
、
自
分
の
ペ
ー
ス
を
守
っ
て
、
逆
に
在
学
中
高
文
及
第
し
て
、
む
ず
か
し
い
検
事
採
用

に
合
格
し
た
人
だ
。
永
い
肋
膜
炎
を
克
服
し
て
、
カ
ラ
テ
初
段
の
免
状
を
取
る
と
い
う
健
全
な
肉
体
と
精
神
の
も
ち
主
だ
。

　

た
だ
一
つ
欠
点
と
い
え
ば
欠
点
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
よ
く
私
と
喧
嘩
の
元
と
な
っ
た
彼
の
“
法
律
的
人
生
観
”
で
あ
る
。
こ
れ
は
私
が

彼
の
余
り
に
も
折
目
正
し
い
、
融
通
の
き
か
な
い
一
面
に
憤
慨
し
て
、
た
た
き
つ
け
た
悪
口
だ
が
、
そ
う
い
わ
れ
て
彼
は
ま
だ
ム
キ
に
な

り
な
が
ら
も
、
満
更
で
も
な
さ
そ
う
な
顔
つ
き
を
し
て
、

　
「
う
ま
い
こ
と
を
、
じ
ゃ
、
キ
ミ
の
は
何
だ
」 

　
「
オ
レ
か
、
ま
あ
、
文
学
的
人
生
観
だ
よ
」

　

日
本
で
ヤ
ミ
物
資
を
買
わ
な
い
た
め
に
餓
死
し
た
判
事
が
い
た
と
い
う
が
、
兄
は
そ
れ
ほ
ど
融
通
の
き
か
な
い
こ
と
は
な
い
に
し
て
も
、

そ
の
こ
ろ
の
兄
の
生
活
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
な
く
、
家
か
ら
も
兄
嫂
の
里
か
ら
も
仕
送
り
し
て
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
兄
嫂
が
眼
の
前

に
積
ま
れ
た
札
束
に
生
唾
を
呑
み
こ
ん
だ
苦
し
い
心
中
も
察
し
て
や
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。

　

市
政
府
の
包
囲
強
制
捜
索
は
大
向
う
を
う
な
ら
せ
る
面
白
い
活
劇
に
は
違
い
な
い
が
、
何
と
兄
は
こ
こ
で
大
ミ
ス
を
つ
け
て
し
ま
っ
た
。

私
の
記
憶
に
も
怪
し
い
点
も
あ
る
が
、
何
で
も
捜
査
令
状
を
持
っ
て
い
た
書
記
官
が
、
市
長
の
ペ
テ
ン
に
か
か
っ
て
、
令
状
を
ま
き
あ
げ

ら
れ
た
か
紛
失
し
た
か
し
て
、
逆
に
不
法
捜
索
だ
と
反
撃
さ
れ
て
、
涙
を
呑
ん
で
帰
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
と
に
か
く
市
長
の
検
挙
に

は
至
ら
ず
却
っ
て
張
首
席
検
察
官
は
心
労
で
死
に
、
兄
も
責
任
を
と
っ
て
辞
職
し
た
。
こ
の
と
き
の
市
長
の
私
恨
が
兄
の
生
命
を
奪
っ
た

最
も
大
き
な
理
由
で
は
な
か
ろ
う
か
。
中
国
人
は
エ
ゲ
ッ
な
い
こ
と
を
や
る
か
ら
。

　

検
察
官
を
や
め
て
も
兄
は
少
し
も
意
気
沮
喪
し
な
か
っ
た
。
台
北
に
出
た
か
と
思
う
と
、
陳
文
彬
氏
（
同
じ
く
引
き
揚
げ
組
の
一
人
、

事
件
後
、
大
陸
に
脱
出
し
て
、
現
在
は
中
華
人
民
共
和
国
文
字
改
革
委
員
委マ

マ員
、
台
盟
盟
員
）
が
校
長
を
し
て
い
た
建
国
中
学
に
公
民
と
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英
語
の
教
師
の
職
を
見
つ
け
た
。
彼
は
弁
護
士
に
な
る
準
備
を
し
て
い
た
。
現
職
を
退
い
て
一
年
か
半
年
か
た
た
な
い
と
、
弁
護
士
の
認

可
が
お
り
な
い
。
そ
の
間
の
時
間
稼
ぎ
と
い
う
わ
け
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
台
北
の
台
湾
人
有
力
者
が
兄
を
一
介
の
中
学
教
師
の
ま
ま
に
放
置
す
る
は
ず
が
な
か
っ
た
。
兄
は
間
も
な
く
林
茂
生
氏
や
王

添
灯
氏
の
主
宰
す
る
《
民
報
》
の
法
律
顧
問
に
招
聘
さ
れ
た
。
彼
が
ど
ん
な
法
律
問
題
を
手
が
け
た
か
私
は
知
ら
な
い
。
た
だ
彼
が
い
つ

の
間
に
か
《
提
審
法
概
要
》
と
い
う
小
冊
子
を
著
し
た
こ
と
を
知
っ
て
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
の
に
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。
私
は
法

律
は
ズ
ブ
の
素
人
だ
か
ら
そ
の
内
容
は
詳
し
く
知
ら
な
い
が
、
何
で
も
制
定
さ
れ
た
ば
か
り
の
中
華
民
国
憲
法
の
中
に
、
人
を
逮
捕
し
た

ら
二
十
四
時
問
以
内
に
、
所
定
の
手
続
を
踏
ん
で
、
釈
放
す
る
な
り
継
続
拘
留
す
る
な
り
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
趣
旨
の
一
項
が

あ
っ
て
、
そ
れ
を
敷
衍
解
釈
し
た
も
の
ら
し
い
。
そ
ん
な
本
を
書
い
た
本
人
が
、
わ
け
も
わ
か
ら
ず
に
逮
捕
さ
れ
て
、
二
十
四
時
間
は
お

ろ
か
永
久
に
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
運
命
と
い
う
も
の
は
ま
こ
と
に
皮
肉
な
も
の
だ
。 

　

兄
と
私
は
二
人
の
光
明
あ
る
前
途
を
夢
見
た
。
も
と
も
と
台
湾
の
グ
ラ
ッ
ク
ス
兄
弟
に
な
ろ
う
と
小
さ
い
と
き
か
ら
誓
い
合
っ
た
仲
で

あ
る
。
兄
は
憲
法
が
台
湾
に
施
行
さ
れ
た
ら
立
法
委
員
選
挙
に
打
っ
て
出
る
つ
も
り
だ
と
抱
負
を
語
っ
た
。
私
は
演
劇
文
化
方
面
は
オ
レ

が
引
き
受
け
た
。
そ
の
代
り
法
律
関
係
の
こ
と
は
頼
ん
だ
ぞ
、
と
い
い
気
な
こ
と
を
い
い
合
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

か
れ
ら
台
北
在
住
の
台
北
高
校
卒
業
生
は
、
よ
く
誘
い
合
わ
し
て
、
昔
の
先
生
で
今
は
ア
メ
リ
カ
領
事
館
の
副
領
事
を
し
て
い
る
カ
ー

ル
の
家
へ
遊
び
に
行
っ
た
も
の
だ
。
カ
ー
ル
の
家
は
北
門
に
あ
っ
て
、
行
け
ば
飲
み
も
の
で
も
食
べ
も
の
で
も
、
そ
れ
こ
そ
喰
い
た
い
放

題
で
、
み
ん
な
で
勝
手
に
怪
気
焔
を
あ
げ
て
は
し
ゃ
ぐ
。
カ
ー
ル
は
よ
く
豚
に
譬
え
た
陳
儀
の
漫
画
を
書
い
て
み
な
を
笑
わ
せ
る
そ
う
で

あ
る
。

　

二
・
二
八
は
そ
の
と
き
起
き
た
。

　

兄
が
台
南
の
家
を
最
後
に
し
た
の
は
、
そ
の
約
一
ヶ
月
前
の
1
月
（1
日
か
2
月
1
日
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
1
月
（0
日
に
い
っ
し
ょ
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に
高
雄
市
の
楊
金
虎
氏
（
後
の
国
大
代
表
）
の
令
息
の
冠
雄
君
の
結
婚
式
に
出
席
し
た
か
ら
で
あ
る
。
新
郎
は
台
北
高
校
出
身
の
仲
間
で
、

新
婦
の
錦
心
嬢
は
わ
れ
わ
れ
の
幼
な
じ
み
と
い
う
姻
縁
か
ら
で
あ
っ
た
。
兄
は
高
雄
市
で
は
私
と
別
行
動
に
出
て
、
一
午
后
王
石
定
氏
と

歓
談
し
た
。
王
氏
の
先
代
の
王
沃
氏
は
家
父
と
は
同
じ
く
王
姓
宗
親
会
の
理
事
で
、
若
い
石
定
氏
は
兄
の
名
を
慕
っ
て
、
こ
こ
で
父
子
二

代
の
親
交
を
誓
っ
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
王
氏
は
当
時
で
は
稀
に
し
か
な
い
自
家
用
車
族
の
一
人
で
、
何
十
隻
と
い
う
底
曳
船
を
も
ち
、

市
参
議
員
兼
漁
業
組
合
長
で
あ
っ
た
。
王
氏
と
の
話
が
す
ん
で
か
ら
兄
は
こ
れ
で
百
万
の
味
方
を
得
た
も
同
然
だ
と
喜
ん
で
い
た
。
こ
の

王
氏
も
彭
孟
緝
の
魔
手
に
か
か
っ
て
兄
に
先
立
っ
て
惨
殺
さ
れ
た
の
は
気
の
毒
こ
の
上
な
い
。

　

台
北
に
暴
動
が
起
こ
っ
た
と
聞
い
て
、
私
は
兄
の
身
の
上
を
心
配
し
た
が
、
ま
さ
か
逮
捕
さ
れ
て
殺
さ
れ
よ
う
と
は
つ
ゆ
思
わ
な
か
っ

た
。 

　

（
月
の
6
日
か
7
日
か
に
、
私
は
兄
の
長
文
の
手
紙
と
短
い
電
報
を
ほ
と
ん
ど
同
時
に
受
け
取
っ
た
。
電
報
は
米
穀
通
帳
至
急
送
れ
、

配
給
で
い
る
、
と
い
う
も
の
で
、
台
北
の
食
品
難
は
な
る
ほ
ど
想
像
以
上
に
深
刻
な
も
の
だ
と
憂
慮
し
た
。
手
紙
は
2
月
28
日
づ
け
で
大

体
次
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
―
。

　

昨
晩
、
大
稲
埕
の
山
水
亭
で
、
陳
逸
松
氏
（
後
に
大
法
官
）
や
王
井
泉
氏
（
山
水
亭
主
、
演
劇
界
重
鎮
）
ら
と
飲
ん
で
い
る
と
こ
ろ
へ
、

例
の
タ
バ
コ
売
り
の
老
婆
の
傷
害
騒
動
が
起
こ
っ
た
。
み
な
で
と
び
出
し
て
デ
モ
騒
ぎ
を
見
物
し
た
が
、
街
中
の
爆
発
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
見
る
に
、
必
ず
大
き
な
政
治
闘
争
に
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
の
時
代
は
意
外
に
も
早
く
近
づ
い
て
き
た
よ
う
だ
。
元
気
で
頑

張
ろ
う
ぜ
。
な
お
、
私
は
騒
動
に
は
少
し
も
タ
ッ
チ
し
て
い
い
な
い
か
ら
安
心
す
る
よ
う
に
。

　

私
の
心
配
は
忽
ち
雲
散
霧
消
し
て
、
逆
に
血
湧
き
肉
躍
る
の
を
憶
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
ふ
っ
つ
り
と
消
息
が
絶
え
た
。
（
月
も

半
ば
を
過
ぎ
て
か
ら
親
戚
の
も
の
が
手
紙
で
兄
が
14
日
ご
ろ
逮
捕
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
、
と
知
ら
せ
て
き
た
。
家
で
は
寝
耳
に
水
と
驚
い

て
、
兄
嫂
に
詳
報
す
る
よ
う
連
絡
し
た
が
ど
う
し
た
わ
け
か
、
さ
っ
ぱ
り
返
事
が
な
い
。
た
ま
り
か
ね
て
、
私
が
台
北
に
行
っ
て
様
子
を
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さ
ぐ
ろ
う
と
焦
っ
た
が
、
私
自
身
身
辺
が
危
険
で
家
か
ら
外
に
一
歩
も
出
ら
れ
な
い
。

　

な
ぜ
、
私
の
身
辺
が
危
険
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
私
は
そ
れ
ま
で
台
南
で
演
劇
運
動
を
や
っ
て
、
劇
の
上
で
政
府
を
諷
刺
し
た
り
、

批
判
し
た
り
し
て
い
た
。
一
回
は
教
育
処
か
ら
私
が
奉
職
し
て
い
た
中
学
の
校
長
を
通
じ
て
、
厳
し
い
警
告
が
発
せ
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　

家
は
私
の
他
に
二
人
の
“
勇
士
”
を
出
し
て
い
た
。
二
番
目
の
姉
婿
は
台
南
工
学
院
（
元
の
高
工
）
の
教
授
を
し
て
い
た
が
、
同
校
の

処
理
委
員
会
の
副
委
員
長
に
な
っ
て
連
日
会
議
に
出
席
し
て
い
た
。
す
ぐ
下
の
弟
は
四
五
人
の
友
だ
ち
と
ど
こ
か
で
銃
器
を
手
に
入
れ
て

関
朝
や
佳
里
の
田
舎
へ
戦
争
し
に
行
っ
て
い
た
。

　

だ
か
ら
後
で
憲
兵
隊
が
踏
み
こ
ん
で
き
て
、
父
に
軽
機
を
突
き
つ
け
て
案
内
し
ろ
と
い
っ
た
と
き
は
、
父
は
ど
の
部
屋
に
案
内
し
て
い

い
の
か
わ
か
ら
な
く
て
困
っ
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
結
局
、
姉
婿
が
目
的
だ
っ
た
が
、
幸
い
に
こ
の
姉
婿
は
ド
モ
リ
だ
っ
た
の
で
、
取
り

調
べ
に
ネ
を
上
げ
た
か
、
翌
日
無
事
釈
放
さ
れ
て
、
一
家
平
安
を
神
に
感
謝
し
た
の
も
束
の
間
、
兄
の
凶
報
が
舞
い
こ
ん
で
、
余
計
ガ
ク

ン
と
き
た
次
第
で
あ
る
。

　

半
年
後
、
兄
嫂
は
一
切
の
奔
走
を
あ
き
ら
め
て
、
そ
れ
こ
そ
尾
羽
打
ち
枯
ら
し
た
哀
れ
な
姿
で
、
二
人
の
男
の
子
を
連
れ
て
、
台
北
か

ら
引
き
揚
げ
て
き
た
。
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
兄
嫂
を
見
る
な
り
、
私
の
両
眼
か
ら
せ
き
を
切
っ
た
よ
う
に
涙
が
流
れ
落
ち
た
。
家
に
つ
く

と
私
は
声
を
放
っ
て
泣
き
喚
い
た
。
父
は
半
ば
う
ろ
た
え
、
半
ば
怒
っ
て
私
を
叱
っ
た
。

　
「
ワ
シ
が
カ
ネ
を
出
し
惜
し
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
出
し
よ
う
が
な
か
っ
た
の
だ
」

　

兄
嫂
が
涙
に
ま
み
れ
て
話
す
逮
捕
の
日
の
様
子
は
こ
う
で
あ
る
―
。

　

（
月
14
日
だ
っ
た
か
、
あ
る
日
の
正
午
近
く
、
四
五
名
の
便
衣
隊
が
音
も
な
く
、
兄
夫
婦
の
間
借
り
し
て
い
る
家
へ
入
っ
て
き
た
。
家

中
の
も
の
が
呼
び
出
さ
れ
て
男
は
一
人
一
人
、

　
「
キ
ミ
が
王
育
霖
か
」
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と
語
気
鋭
く
詰
問
さ
れ
た
。
逮
捕
令
状
も
人
相
書
き
も
も
っ
て
い
な
い
。
兄
は
一
瞬
顔
を
青
ざ
め
た
で
は
な
い
と
シ
ラ
を
切
っ
た
。
と

こ
ろ
が
今
度
は
一
人
一
人
身
体
捜
査
を
受
け
て
、
洋
服
の
裏
の
ネ
ー
ム
を
見
つ
け
ら
れ
て
と
う
と
う
い
い
逃
れ
で
き
な
く
な
っ
た
。

　
「
一
寸
い
っ
し
ょ
に
来
て
く
れ
」

　
「
荷
物
は
い
ら
ぬ
か
」

　
「
当
分
入
用
な
も
の
を
も
っ
て
い
け
」

　

そ
こ
で
兄
嫂
は
ふ
る
え
る
手
で
、
兄
を
手
伝
っ
て
ト
ラ
ン
ク
一
杯
に
着
換マ

マ

え
を
詰
め
て
、
兄
は
そ
れ
を
重
た
そ
う
に
も
ち
な
が
ら
、
遠

く
に
駐
車
し
た
ジ
ー
プ
に
押
し
こ
ま
れ
た
。
兄
嫂
は
そ
の
跡
を
追
お
う
と
し
た
が
、
殿
り
を
つ
と
め
た
も
の
に
追
い
払
わ
れ
た
。

　

兄
嫂
は
一
面
で
は
相
当
永
引
き
そ
う
だ
と
心
配
し
な
が
ら
も
、
一
面
で
は
徴
役
ぐ
ら
い
か
と
自
分
を
慰
め
た
そ
う
で
あ
る
。

　

兄
嫂
は
そ
れ
か
ら
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
台
北
市
中
を
奔
走
し
て
廻
っ
た
。
真
先
に
泣
き
つ
い
て
行
っ
た
の
が
劉
啓
光
で
あ
る
。
劉
は
王

太
太
大
丈
夫
で
す
。
必
ず
力
に
な
っ
て
あ
げ
ま
す
、
と
口
で
は
い
っ
て
く
れ
た
が
、
毎
日
同
じ
言
葉
を
繰
り
返
え
す
ば
か
り
で
一
向
に
本

気
に
尽
力
し
て
く
れ
る
気
配
いマ

マ

が
な
い
。
兄
嫂
は
唇
を
か
み
し
め
。マ
マ

た
仕
方
な
く
近
く
に
住
ん
で
い
た
王
白
淵
氏
（
文
化
界
の
大
御
所
、

私
も
兄
か
ら
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
）
に
も
泣
き
つ
い
て
み
た
。
誰
、
誰
と
私
も
憶
え
て
い
な
い
ぐ
ら
い
に
多
く
の
人
に
助
命
を
嘆
願

し
た
。

　

 

そ
の
後
、
確
か
（
月
2（
日
ご
ろ
に
、
あ
る
人
が
兄
嫂
に
紙
切
れ
を
も
っ
て
き
た
。
見
る
と
、
自
分
は
西
門
の
西
本
願
寺
（
憲
兵
隊
と
の

説
も
）
に
い
る
、
と
い
う
兄
の
こ
と
づ
け
で
、
そ
の
人
は
同
室
だ
っ
た
の
が
釈
放
さ
れ
た
の
だ
そ
う
だ
。
兄
嫂
は
そ
れ
か
ら
何
日
も
西
本

願
寺
の
廻
り
を
う
ろ
つ
い
た
。
誰
か
を
介
し
て
政
府
に
開
い
た
が
、
王
育
霖
な
ど
つ
か
ま
え
ぬ
。
ど
こ
か
の
ゴ
ロ
ツ
キ
に
さ
ら
わ
れ
た
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
返
事
で
、
兄
嫂
は
天
を
仰
い
で
慟
哭
し
た
。

　

兄
が
逮
捕
さ
れ
た
の
に
は
、
偶
然
の
要
素
も
混
っ
て
い
る
。
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逮
捕
さ
れ
る
二
三
日
前
に
、
兄
は
カ
ー
ル
を
た
ず
ね
て
今
後
の
見
透
し
と
身
の
処
し
か
た
を
聞
い
て
い
る
。
カ
ー
ル
は
逃
げ
ろ
と
い
っ

た
。
カ
ー
ル
自
身
、
台
北
の
街
を
ジ
ー
プ
で
走
り
廻
っ
た
と
き
、
い
ず
く
と
も
な
く
狙
撃
さ
れ
て
、
弾
丸
が
ハ
ン
ド
ル
に
あ
た
っ
て
、
危

う
く
一
命
を
落
と
す
目
に
も
遭
っ
た
。
カ
ー
ル
で
さ
え
逃
げ
る
準
備
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
兄
が
カ
ー
ル
の
忠
告
を
聞
き
い
れ
て

そ
の
準
備
を
し
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
あ
る
い
は
例
に
よ
っ
て
、
自
分
は
何
も
し
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
と
い
う
呑
気
な
気
も
ち
で

い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
日
は
カ
ー
ル
が
台
北
を
離
れ
る
日
だ
っ
た
の
で
、
兄
は
そ
の
見
送
り
に
出
か
け
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
一
旦
は
家
を
離
れ
た
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
途
中
で
財
布
が
な
い
の
に
気
が
つ
い
て
、
慌
て
て
家
へ
も
ど
っ
て
き
た
。
財
布
は
昨
日
兄
嫂
が
買
物
に
出
た
と
き
、

自
分
の
分
が
足
り
な
く
て
、
一
寸
兄
の
を
借
用
し
て
、
そ
の
ま
ま
兄
の
背
広
に
も
ど
す
の
を
忘
れ
た
の
で
あ
る
。
兄
が
家
へ
も
ど
っ
て
五

分
も
た
た
な
い
う
ち
に
便
衣
隊
が
踏
み
こ
ん
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　

も
し
、
兄
が
そ
の
ま
ま
家
を
出
て
い
た
ら
、
少
く
と
も
こ
の
朝
の
逮
捕
は
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
だ
。
機
転
の
き
く
兄
嫂
の
こ
と

だ
か
ら
、
カ
ー
ル
の
家
な
り
、
途
中
の
知
り
合
い
の
家
な
り
、
電
話
を
か
け
て
、
兄
に
そ
の
ま
ま
か
く
れ
よ
と
注
意
す
る
く
ら
い
の
こ
と

は
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。 

　

母
は
兄
嫂
が
そ
っ
と
も
ら
し
た
こ
の
事
情
を
知
っ
て
、
な
が
い
間
、
兄
嫂
の
不
注
意
が
兄
を
死
に
至
ら
し
め
た
こ
と
を
恨
ん
だ
。

　

私
も
余
り
い
い
気
も
ち
が
し
な
い
が
、
そ
れ
で
も
兄
嫂
を
恨
む
つ
も
り
は
な
い
。
誰
が
愛
す
る
夫
を
わ
ざ
わ
ざ
死
地
に
追
い
落
と
そ
う
。

こ
れ
も
運
命
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。
た
だ
、
背
広
の
類
の
ネ
ー
ム
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
は
今
で
も
こ
と
わ
り
続
け
て
い
る
。
と
い
っ
て
、
人

間
死
ぬ
と
き
は
死
ぬ
の
だ
。
ネ
ー
ム
や
財
布
の
小
道
具
な
ん
か
で
逆
転
し
て
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、“
必
然
的
偶
然
”“
偶
然
的
必
然
”
と
い
う
言
葉
は
、
私
に
と
っ
て
単
な
る
言
葉
の
上
の
遊
戯
で
は
な
い
。
兄
の
死
と
い
う
厳

粛
な
実
感
を
伴
っ
て
私
の
五
体
に
沁
み
渡
る
の
で
あ
る
。
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附
記

　

王
育
霖
は
１
９
１
９
年
、
台
南
市
の
王
汝
禎
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
享
年
29
才
。
な
お
、
邱
永
漢
氏
の
《
検
察
官
王
雨
新
》
は
王
育
霖
を
モ
デ
ル
に

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
相
当
に
、̒
小
説
風
ʼ
に
潤
色
し
て
お
り
、
す
べ
て
が
事
実
で
は
な
い
。
念
の
た
め
。

注
（
1
）　

台
北
市
政
府
文
化
局
編
『
台
北
二
二
八
記
念
館
常
設
展
』（
台
北
市
政
府
文
化
局
・
台
北
二
二
八
紀
念
館
、
二
〇
一
一
年
）、
四
二
―
四
四
頁
。

（
2
）　

王
育
徳
『
台
湾
―
そ
の
苦
悶
す
る
歴
史
』（
弘
文
堂
、
一
九
六
四
年
）、
一
四
一
頁
。

（
（
）　

王
育
徳
『「
昭
和
」
を
生
き
た
台
湾
青
年
』（
草
思
社
、
二
〇
一
一
年
）、
二
九
八
頁
。

（
4
）　

王
明
理
「『
国
家
百
年
の
計
』
は
台
北
高
校
に
あ
り
」『
正
論
』
二
〇
二
二
年
三
月
号
（
産
経
新
聞
社
、
二
〇
二
二
年
）、
五
二
頁
。

	

（
原
稿
受
付　

二
〇
二
二
年
一
〇
月
一
七
日
）
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